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少しずつ家にも慣れてきた新入りのレオ。手前で
自由に遊ぶレオの様子を、ガラス戸の向こうから
ミーシャがじーっと観察しています。まだ直接ご対
面とはいきませんが、どうやら新入りの存在が気に
なって仕方がない様子。「あの子はいったい誰？」
とでも言いたげなミーシャ。少しずつ距離を縮めて
いる2匹です。

プログラミング教室通信
今年の情報オリンピックの１次予選は9月12日（土）14:00～15:20

と、10月25日（日）14:00～15:20の2回です。どちらかで基準を満
たせば2次予選に進めますが、今年から問題数が増え基準点が上がって
いるので、難しめの問題にも挑戦しましょう。
検定試験の参加も受け付けています。次回のジュニア・プログラミ

ング検定＆プログラミング能力検定は１０月実施分・１１月実施分を
受付中です。

マッチ棒を１本ずらして、
ただしい式にしよう！

マッチ棒クイズ
Writer: Takeshi Yashiki

お父さん・お母さんの子育てQ&A

２０２６年

秀英塾だより
９月号

９月の俳句 秀英塾公式SNS
椽側に

さし入る月や
蘭の花

岩田涼菟（1659-1717）

Instagramは更新中！

LINE ID：zzk7201j
Twitter：@syuuei_juku
Instagram: syuuei_juku

頑張った成果は、すぐには見えない

長かった夏休みも終わりました。夏休み中、「毎日勉強す
る」「苦手な数学を克服する」「英単語を覚える」など、それ
ぞれ目標を決めて頑張った人も多いと思います。

では、その成果は出ましたか？

夏休み明けのテストや模試で思ったような点数が取れず、
「あんなに勉強したのに全然伸びていない」とがっかりする人
もいるでしょう。しかし、勉強した成果がすぐに点数として表
れるとは限りません。

新しく覚えたことは、一度勉強しただけですべて使えるよう
になるわけではありません。問題を解いて間違え、もう一度復
習し、別の問題でも使ってみる。そうしたことを繰り返すうち
に、少しずつ「自分で使える知識」になっていきます。

特に受験勉強では、夏休みに基礎を勉強し直した人ほど、す
ぐには成果が見えないことがあります。しかし、秋以降に問題
演習を重ねていくと、それまでバラバラだった知識がつながり、
ある時から急に解ける問題が増えてくることがあります。

ここで大切なのは、結果が出ないからといって、今までの努
力まで否定しないことです。もちろん、勉強方法が間違ってい
ないかを振り返ることは必要です。しかし、正しい努力をして
いるのであれば、成果が見えるまで続けることも大切です。

勉強に限らず、頑張ったことがすぐに結果につながるとは限
りません。努力してもすぐに結果が出ないとき、試行錯誤しな
がら続けられる力は、これからの人生でもきっと役に立ちます。

夏休みに頑張った人は、その努力をここで終わらせず、もう
少し続けてみてください。秋になって「あのとき頑張っておい
てよかった」と思える日が来るかもしれません。
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